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縮尺
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TEL(0599)72-0039

林　　州　啓一級建築士　大臣登録第211001号
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磯部地域福祉センター空調機器改修工事
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図面名称

図面訂正年月日 特記事項 図面番号工事名称作図年月日

縮尺
〒517-0603 三重県志摩市大王町波切3290-5

林 州 啓 建 築 設 計 事 務 所
ハヤシ　  クニ　　 ヒロ

FAX(0599)72-2733
TEL(0599)72-0039

林　　州　啓一級建築士　大臣登録第211001号

図　　面　　リ　　ス　　ト

表紙

図面リスト

Ａ－ 1

Ａ－ 2

Ａ－ 3

Ａ－ 4

Ａ－ 5

Ａ－ 6

Ａ－ 7

Ａ－ 8

Ａ－ 9

Ａ－10

Ａ－11

Ａ－12

Ａ－13

Ａ－14

床面積求積図

Ａ -２図面リスト

附近見取図

配 置 図

Ｅ－ 1

Ｅ－ 2

Ｅ－ 3

Ｅ－ 4

Ｍ－ 1

Ｍ－ 2

Ｍ－ 3

Ｍ－ 4

Ｅ－ 5

Ｅ－ 6

Ｅ－ 7

Ｅ－ 8

Ｅ－ 9

空調動力盤図

受電設備　単線結線図

電気設備　１階平面図（改修）

電気設備　屋階平面図（改修）

電気設備　１階平面図（撤去）

電気設備　屋階平面図（撤去）

電気設備　１階平面図（器具脱着）

配置図

電気設備　特記仕様書

Ｍ－ 5

Ｍ－ 6

Ｍ－ 7

Ｍ－ 8

Ｍ－ 9

Ｍ－10

Ｍ－11 空調設備　２階平面図（給水管撤去）

空調設備　２階平面図（冷媒管撤去）

空調設備　１階平面図（撤去）

空調設備　屋階計装配線図

空調設備　１階計装配線図

空調設備　屋階平面図（改修）

空調設備　１階平面図（改修）

空調設備　系統図

空調機器表

配置図

機械設備　特記仕様書

令和３年度　磯部地域福祉センター空調機器改修工事

１階平面図（改修後）

屋根伏図（改修後）

１階天井伏図（改修前）

１階天井伏図（改修後）

仮設計画図（参考）

Ｒ０３.０４

特記仕様書（１）

特記仕様書（２）

特記仕様書（３）

特記仕様書（共通）



ハヤシ　  クニ　　 ヒロ
図面訂正年月日 特記事項 作図年月日 図面番号

図面名称
FAX(0599)72-2733TEL(0599)72-0039〒517-0603 三重県志摩市大王町波切3290-5

縮尺林　　州　啓一級建築士　大臣登録第211001号

工事名称
林 州 啓 建 築 設 計 事 務 所

Ａ -３

令和３年度　磯部地域福祉センター空調機器改修工事

１．共通仕様

章 項目 特記事項

１

共
通
事
項

1 適用基準等
各図面において、（○－○○－○）内の数字は適用する上記詳細番号を示す。

請負代金額が５００万円以上（消費税込み）の元請負人は、工事実績情報を
2 工事実績情報
　の登録

（財）日本建設情報総合センターの工事実績情報システム（ＣＯＲＩＮＳ）に登
録するものとする。
なお、登録内容を訂正する必要が生じた場合は、標準仕様書に記載された登録

の手順に準じて訂正するものとする。

の登録を省略することができるものとする。

3 概成工期

また、変更契約日と工事完了日の間が、１０日に満たない場合は、変更契約時

　技術者
・適用する4 電気保安

5 施工条件

　処理等

・現場において再利用を図るもの（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

6 発生材の

　総合試運転調整を行う上で、関連工事を含めた各工事が工期のおおむね

[1.1.4]

[1.2.1]

[1.3.3]

[1.3.5]

・建築物解体工事共通仕様書同解説

（１）図面及び特記仕様に記載されていない事項は、三重県公共工事共通仕様書及び「公共建築工事標準

（２）電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれ
の工事仕様書を適用する。

（３）改修工事を本工事に含む場合は、改修工事は改修工事の工事仕様書を適用する。

（４）受注者は建築基準法第７条の定めによる完了検査（同法第７条の３の定めによる中間検査を含む）
時には、特定行政庁（建築主事等）が求める検査に必要な資料（報告書等）を用意すること。

２．特記仕様
（１）項目は、番号に　印の付いたものを適用する。
（２）特記事項の中で選択する事項（・印の付いたもの）は、・ 印の付いたものを適用する。

（３）特記事項に記載の [　.　.　] 内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。
（４）東海地震に係る地震防災対策強化地域内における工事にあっては「大規模地震対策特別措置法」に

よる注意情報が発せられた場合、受注者は人身の保護及び安全な避難に必要な補強、落下防止
等の保全措置を講ずるとともに、工事中断の措置をとること。又この事実が発生した場合は、契約
書第２６条（臨機の措置）によって処理されたものとする。

（５）標準仕様書で「特記がなければ、」以降に具体的な材料・品質性能・工法・検査方法等を明示し
ている場合において、それらが関係法令の改正等により（条例を含む）に抵触する場合には、関係
法令等の遵守[1.1.13]の規定を優先する。

なお、これにより難い場合は、監督職員と協議しなければならない。
　本工事の施工にあたっては「建築工事における建設副産物管理マニュアル」
を参考に適切な処理に努めるものとする。

　本工事が、特定建設資材を用いた建築物等に係る解体工事又はその施工に特
定建設資材を使用する新築工事等であって、その規模が「建設工事に係る資材
の再資源化等に関する法律」(平成12年5月31日法第104号  以下「建設リサイク
ル法」という。）施行令又は、都道府県が条例で定める建設工事等であって、
その規模に関する基準以上の工事（以下「対象工事」という。）である場合は、
建設リサイクル法に基づき分別解体等及び特定建設資材の再資源化等の実施に
ついて適切な措置を講ずることとする。
　なお、本工事における特定建設資材の分別解体等・再資源化等については、
別表１又は２，及び３の積算条件を設定しているが、工事請負契約書「７解体

されたものであるため、発注者が積算上条件明示した別表の事項と別の方法で

の責によるものではない事項については、この限りでない。工事契約後に明ら
かになったやむをえない事情により、予定した条件により難い場合は、監督職
員と協議するものとする。

源化等をした施設の名称及び所在地、再資源化等に要した費用を書面にて監督
職員に報告する。なお、書面は「建設リサイクルガイドライン(平成14年5月)」
に定めた様式１｛再生資源利用計画書（実施書）｝及び様式２｛再生資源利用
促進計画書(実施書)｝を兼ねるものとする。

　また、分別解体・再資源化の完了時に、再資源化等が完了した年月日、再資

　本工事が「建設リサイクル法」の対象工事外である場合においても前記に準
じ適切な措置を講ずるものとする。

工事に要する費用等」に定める事項は契約締結時に発注者と受注者の間で確認

あった場合でも変更の対象としない。但し、現場条件や数量の変更等、受注者

すること。
に「再生資源利用計画書」及び「再生資源利用促進計画書」を監督職員に提出

　また、工事完了後にはJACICが運営する「建設副産物情報交換システム」へ

再資源化等に関する法律、資材の有効な利用を促進する法律、廃棄物の処理及び
清掃に関する法律、その他関係法令によるほか、「建設副産物適正処理推進要綱」
に従い適切に処理し監督職員に報告する。
（ﾏﾆﾌｪｽﾄA、B2、D、E票を提示し、集計表を提出すること。）

・引渡しを要するもの（・金属類　・ＰＣＢ含有物　・　　　　　　　　　）
・特別管理産業廃棄物（・廃石綿　・　　　　　　　　　　　　　　　　　）

実施報告を行うこと。

・工事用車両の駐車場　（・指定なし　・図示　・　　　　　　　　　　）
・資機材置場　　　　　（・指定なし　・図示　・　　　　　　　　　　）
・現場事務所　　　　　（・指定なし　・図示　・　　　　　　　　　　）
・建設発生土仮置場　　（・指定なし　・図示　・　　　　　　　　　　）

建築工事標準詳細図　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課監修（平成28年版）

・　三重県建設副産物処理基準

工事写真の撮り方（改訂第二版）建築編　建設大臣官房官庁営繕部監修

・引渡しを要するもの、再資源化を図るものについては調書を作成して監督職員

へ提出すること。

・引き渡しに要する以外のものには、全て構外に搬出し、建設工事に係る資材の

・建設副産物情報交換システムの利用

・特定建設資材の再資源化等

建設リサイクル法　・対象工事　・対象工事外

特記仕様書：　共通事項・仮設工事

[1.3.11]

仕様書(建築工事編)(平成31年版)による。(以下「標準仕様書」という。)による。

国土交通省大臣官房官庁営繕部監修（平成31年版）

　請負者は受注時においてリサイクル対象工事については、工事着手前

（7）日前までに支障のない状態まで完了していること。

改修工事の工事仕様書は（　T　／　　）図による。

電気設備工事の工事仕様書は（　ET　／　　）図、
機械設備工事の工事仕様書は（　MT　／　　）図による。

・施工時間　　　　　　（・指定なし　・監督職員と協議すること　　　）
・施工順序　　　　　　（・指定なし　・図示　・監督職員と協議すること）

項目 特記事項章

・別表１　建築物に係る解体工事

・建築設備、内装材等

・屋根ふき材

・外装材・上部構造部分

・基礎、基礎ぐい

・その他
　（　　　　　　　　　）

工程ごとの作業内容及び解体方法
工　      程 作業内容

・ 有 
・ 無 
・ 有 
・ 無 
・ 有 
・ 無 
・ 有 

・ 有 
・ 無 

・ 無 

分別・解体の方法
・ 手作業
・ 手作業と機械作業の併用
・ 手作業
・ 手作業と機械作業の併用
・ 手作業
・ 手作業と機械作業の併用
・ 手作業
・ 手作業と機械作業の併用
・ 手作業
・ 手作業と機械作業の併用

・別表２　建築物に係る新築工事等（・新築  ・増築  ・修繕  ・模様替）

・造成等

・基礎、基礎ぐい

・外装材、上部構造部分

・屋根

・建築設備、内装等

・その他
　（　　　　　　　　　）

・別表３　建築物以外の物に係る解体工事又は新築工事等（・外構  ・工作物等）

・本体付属品

・その他
　（　　　　　　　　　）

作業内容
・ 有 
・ 無 
・ 有 
・ 無 
・ 有 
・ 無 
・ 有 

・ 有 
・ 無 

・ 無 

分別・解体の方法
・ 手作業
・ 手作業と機械作業の併用
・ 手作業
・ 手作業と機械作業の併用
・ 手作業
・ 手作業と機械作業の併用
・ 手作業
・ 手作業と機械作業の併用
・ 手作業
・ 手作業と機械作業の併用

・ 有 
・ 無 

・ 手作業
・ 手作業と機械作業の併用

作業内容

・ 無 

・ 無 

・ 無 

・ 無 

・ 無 

分別・解体の方法
・ 手作業

・ 手作業

・ 手作業

・ 手作業

・ 手作業
・ 手作業と機械作業の併用

・ 有 
・ 無 

・ 手作業
・ 手作業と機械作業の併用

工程ごとの作業内容及び解体方法
工　      程

工程ごとの作業内容及び解体方法
工　      程

手作業・機械作業を併用する理由
建築設備の取り外し　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
内装材料の取り外し　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
屋根ふき材の取り外し（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

１

共
通
事
項

化学物質を放散させる建築材料等
本工事の建物内部に使用する建築材料等は、設計図書に規定する所要の品質

及び性能を有すると共に、次の１）から５）を満たすものとする。
１）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、MDF
パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板及び仕上塗材は、
ホルムアルデヒドを発散しないか、発散が極めて少ないものとする。

２）保温材、緩衝材、断熱材はホルムアルデヒド及びスチレンを発散しない
か、発散が極めて少ないものとする。

３）接着剤はフタル酸ジブチル及びフタル酸ジエチルヘキシルを含有しない
難揮発性の可塑剤を使用し、ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド、トル
エン、キシレン、エチルベンゼンを発散しないか、発散が極めて少ないも
のとする。

４）塗料はホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、エチルベンゼンを発散
しないか、発散が極めて少ないものとする。

５）１）、３）及び４）の建築材料を使用して作られた家具、書架、実験台
その他の什器等は、ホルムアルデヒドを発散しないか、発散が極めて少な
いものとする。

7 環境への配慮 [1.4.1]

ﾎﾙﾑｱﾙﾃﾞﾋﾄﾞ放散量
規制対象外

第三種

　通省大臣認定品
③次の表示のあるＪＡＳ適合品
ａ．非ホルムアルデヒド系接着剤使用
ｂ．接着剤等不使用
ｃ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデ
　　ヒドを発散しない材料使用
ｄ．ホルムアルデヒドを発散しない塗料等使用
ｅ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデ
　　ヒドを発散しない塗料使用
ｆ．非ホルムアルデヒド系接着剤及びホルムアルデ
　　ヒドを発散しない塗料

②建築基準法施行令第２０条の７第３項による国土交

③旧ＪＩＳのＥ０品
④旧ＪＩＳのＦc０品

　通省大臣認定品

該当する材料
①ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆☆品

①ＪＩＳ及びＪＡＳのＦ☆☆☆品

②建築基準法施行令第２０条の７第４項による国土交

また、設計図書に規定する「ホルムアルデヒド放散量」は、次のとおりとする。

8 材料の品質等 [1.4.2]

・ 有 

・仮設 ・ 有 
・ 手作業と機械作業の併用

・土工

・基礎

・本体構造

・ 有 

・ 有 

・ 有 

・ 手作業と機械作業の併用

・ 手作業と機械作業の併用

・ 手作業と機械作業の併用

１）本工事に使用する材料等は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有す

２）備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品または同等品を使用するもの
べき品質及び性能を有するものとする。

本工事に係る施工図及び施工計画書の著作者の権利は、当該建物における使用

項目 特記事項章

１

共
通
事
項

　 濃度測定
[1.5.9]

ホルム

アルデヒド
トルエン キシレン

エチル

ベンゼン
スチレン

パラジクロロ

ベンゼン
施設用途

学校教育施設

住宅

その他

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

●

測定対象化学物質（●で示したものとする。）

報告書提出部数　2　部

   書類

記載内容は監督職員と協議する。

に限り、発注者に委譲するものとする。
製作図等で原図として提出が出来ないものは、原図に変わるものとしてよい。
設備機器の位置、取り合い等が検討できる施工図を提出し、監督職員の承諾を

受ける。

[1.7.1～3][表1.7.1]

13 設計ＧＬ

14 騒音・振動の
防止

　低騒音型・低振動型建設機械の指定に関する規定に基づき指定された建設機械
の使用に努めること。

本工事の施工範囲15 設備工事との

を受ける。

施工図

　 取り合い

完成図ＣＡＤデータ（ＣＤ－Ｒ）

測定室の揮発性有機化合物の室内濃度を測定し、報告すること。

対象箇所（・図示　　・　　　　）
測定方法　・パッシブ採取による蒸気拡散式分析法　・厚生労働省の標準法

・設計ＧＬ＝ＢＭ＋　　　　mm（現状地盤高は図示）

・図示した鉄筋コンクリート部の貫通孔、開口部の補強
・図示した壁・天井の仕上材・下地材の切込み及び補強
・自動閉鎖装置取付け箇所の切込み及び補強
・駆動装置が電動による建具等の２次側の配管・配線及び操作スイッチ

・設備機器の位置、取合いなどの検討できる施工図を提出し、監督職員の承諾

３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の
指定する工法とする。

明書の写し等）を監督職員に提出し承諾を受ける。ただし、あらかじめ監督
職員に承諾を受けた場合はこの限りでない。

②生産施設及び品質の監理を適切に行っていること。
①品質及び性能に関する試験データを整備していること。

③安定的な供給が可能であること。
④法令等で定める許可、認可、認定又は免許を所得していること。
⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。
⑥販売、保守等のの営業体制を整えていること。

12 完成時の提出

　処理

要求品質
「建設汚泥処理土利用技術基準について（国営計第41号 平成18年6月12日）
表－４建設汚泥処理土の適用用途標準」における下記の区分とする。

本工事で建設汚泥が発生する場合は「建設汚泥の再生利用に関するガイドライ
ンの策定について」（国営計第36号　平成18年 6月12日）、「建設汚泥の再生利
用に関する実施要領について」（国営計第38号　平成18年 6月12日）に基づき建
設汚泥の再生利用を行う。
再生利用の種別　・埋戻し及び盛土材として利用　・　
再生処理方法　　・脱水処理　・安定処理（セメント、石灰による改良処理）

・第３種処理土　・　

10 建設汚泥の

  の処理
9 建設発生土 [3.2.5]

11 化学物質の

７）本工事に使用する木材は、品質が求められる水準以上であれば、

・構外搬出適切処理

・完成図（施工図、施工計画書を除く）
・新規に作成　・既存完成図を修正

・保全に関する資料

・施工図（・　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　）
提出　・原図及びその複写図１部　・　

・施工計画書（・　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　）
提出　・１部　・　

４）本工事に使用する材料は、次の①～⑥
の事項を満たすものとし、この証明となる資料（外部機関が発行する証

・ 有 ・ 無 
・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）
・（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

・

　工事写真の撮り方/建築、及び同/建築設備（建設大臣官房官庁営繕部監修）

章 項目 特記事項

１

共
通
事
項

16 工事写真

本完成写真の著作者の権利は、発注者に委譲するものとする。
提出内容

記録方式：ＲＧＢ（フルカラー）、ＪＰＥＧ最高画質
記録媒体：ＣＤ－Ｒ（ＩＳＯ）

・カラープリント　キャビネ版（　　）部

画素：長辺で2880ＰＩＸ以上

17 完成写真

事故発生報告書を監督職員に速やかに提出すること。
18 事故報告 　工事施工中に事故が発生した場合には、直ちに監督職員に通報するとともに、

工事施工に際し、在来部分を汚損又は損傷した場合は、構造・仕上げ共、在来
にならい補修する。

19 養生その他

20 消防提出書類

は監理技術者
の専用を要し
ない期間

請負契約の締結後、現場施工に着手するまでの（現場事務所の設置、資機材の

技術者の工事現場への専任を要しない。なお、現場施工に着手する日については、
請負契約締結後、監督職員との打合せにおいて定める。

　検査完了後、検査が終了し（発注者の都合により検査が遅延した場合を除く。）
、事務手続、後片付け等のみが残っている期間については、主任技術者又は監理
技術者の工事現場への専任を要しない。なお、検査が終了した日は、発注者が

搬入又は仮設工事等が開始されるまでの）期間については、主任技術者又は監理

・消火器の設置届については、電気及び機械設備について設置届が不要な場合は

・防火対象物使用開始届については書類作成（建築図面の用意及び建築に関する

を参考に撮影する。　　　提出部数　1　部

、建築にて設置届を提出するものとする。

部分の記述）を行うこと。

撮影箇所数　・外観4面程度

・電子データ　１部

アルバム（大きさ335mm×290mm程度）　・無し　・有り

・検査終了後の期間

3 監督職員
  事務所の
　備品等

仮

２

設
工
事

1 足場 [2.2.4]
  足場を設ける場合、[2.2.4](b)によるほか、設置においては、「手すり先行工
法による足場の組立て等に関する基準」（厚生労働省　平成21年４月「手すり先
行工法に関するガイドライン」について（別紙１））における２の（２）手すり
据置方式、又は（３）手すり先行専用足場方式により行うこと。

2 監督職員
  事務所

[2.3.1]

4 仮設便所 ・利用できる

5 工事用水

6 工事電力

・設ける

構内既存の施設　・利用できない

・利用できる（ ・有償　・無償 ）

規模(ｍ２程度)　・１０　・２０　・３５　・６５　・１００

・設けない

構内既存の施設　・利用できない

・利用できる（ ・有償　・無償 ）

構内既存の施設　・利用できない

21 主任技術者又

工事の完成を確認した旨、請負者に通知した日とする。

・現場施工に着手するまでの期間
６）製材等、フローリング又は再生木質ボードを仕様する場合は、
三重県「環境物品等の調達方針」に従い、あらかじめ「木材・木材
製品の合法性、持続性可能性の証明のためのガイドライン」に準拠
した証明書を、監督職員に提出すること。

「志摩市公共建築物等木材利用方針」に基づく木材を最優先し、 

「三重の木」利用推進協議会が認証する「三重の木」やあかね材
認証機構が認証する「あかね材」の優先利用につとめること。

とし、同等品を使用する場合は監督職員の承諾をを受ける。

５）製造業者等に関する資料等の提出を求める材料

・処分地未定につき相互協議する。暫定運搬距離　8Km
・処分地指定　　処分地（　未定別途協議　）

22 官公署その他

への届出手続
及び検査

a 関係官公署その他への関係機関への必要な届出手続等の種別、手順、時期等を

一覧表にしてあらかじめ監督職員に提出する。
b 関係官公署その他の立会い検査を必要とするものは、監督職員と打合せのうえ、

検査を受け、その結果を監督職員に報告する。

c bの検査の結果、不合格の個所がある場合は、すみやかに補正し、必要な
手続をを行い、その結果を監督職員報告する。

ｄ cの補正に直接要する費用は施工者の負担とする。

23 総合図の作成 ・総合図は、施工者が、発注者の直接発注工事を含めた工事の全体概要と相互

関係を把握し、工種別施工図の適正化と効率化の為に活用することを目的と
する。　工種別施工図に先行して作成し、監督職員の承諾を受ける。

・監督職員の指示により、建築工事施工者が元図（平面図、展開図、天井伏図等）

を作成する。　設備その他の各関連工事各施工者は、協力して各工事の機器類
等を元図に記載し、相互調整をおこなう。

・施工に関する調整は施工者間で行い、設計図書の調整、発注者の直接発注工事、
及び設計変更に関する調整は監督職員が行う。

・建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。
・風圧力
風速（Vo）　　　　　・30　　・32　　・34　　・36

・積雪荷重
建設省告示　第1455号における区域　　別表　（　　　）

地表面粗度区分　　　・Ⅰ　　・Ⅱ　　・Ⅲ　　・Ⅳ

25　技能士 職種別に可能なものについては積極的に活用のこと

備品等の設置

種　類

数　量

種　類

数　量

種　類

数　量

机・いす

長靴

足

消火器

個 個

掃除具

着

雨合羽

書棚 黒板・白浜

個

保護帽

個

請負者加入

電話・FAX

台 台

ｲﾝﾀｰﾈｯﾄ

個

懐中電灯

個

掛時計 温度計

個

衣類ﾛｯｶｰ

個

冷暖房機器

台

組 台

提出　・２部　　
※主に空調利用計画書の作成
（空調設置後の運用方式について省エネに配慮した利用計画書）

特記仕様書（共通）Ｒ０３.０４



ハヤシ　  クニ　　 ヒロ
図面訂正年月日 特記事項 作図年月日 図面番号

図面名称
FAX(0599)72-2733TEL(0599)72-0039〒517-0603 三重県志摩市大王町波切3290-5

縮尺林　　州　啓一級建築士　大臣登録第211001号

工事名称
林 州 啓 建 築 設 計 事 務 所

　　を使用する。

　　　受けた材料

　　　発散建築材料

　　　を受けた材料

3

　　　地表面粗度区分　　　　（　　　）

　　　風速（Vo=　　 m/s）

2

章 項　　目 特　　記　　事　　項

　に報告する。

1

1

一
般
共
通
事
項

施工調査5

6

　　　　　　る施工業者とする

7

8

9

ⅴ)その他

・特定建設資材廃棄物の種類と再資源化等をする施設

1 10

1

13

防
水
改
修
工
事

2

仮
設
工
事

完成写真11

足場その他

既存部分の養生2

・ 

・ 

  防水層の種別 

屋根保護防水 　

　・

5

4

3

2

3 仮設間仕切

・ 無し

3

防
水
改
修
工
事

5

（品質・性能） 

　建築材料等品質性能表による

（試験方法）

　建築材料等品質性能表による

屋根露出防水 　

  防水層の種別 

仕上塗料
備考

・ 片面

Ⅱ  　建築改修工事仕様

材料の品質等4

行う。

外部足場　・設置する　・設置しない

防護シート　・設置する　・設置しない

1

一
般
共
通
事
項

改質アスファルトシートの種類及び厚さ 

粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ

部分粘着層付改質アスファルトシートの種類及び厚さ 

  ・脱気装置の種類：　　　　　　、設置数量：　　個/㎡

押え金物

塗　装 充填

・ 

・

・

・

6

  防水層の種別 

　・　

　・　

　・　

　・　

屋内防水 　

材の張りじまい位置

・ 
もの 

・　・　

・　 ・　

・　 ・　

[3.4.2、3]

 ｸﾞﾗｽｳｰﾙ32K

厚さ50mm以上

図

示

（材質）

・

・

・

・

断熱材

断熱材

断熱材

承諾を受けた場合はこの限りではない。

位置　・図示　・ 

　・改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による　・ 

  ・改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による　・ 

脱気装置の種類及び設置数量 　

　・改修標準仕様書表3.4.1から表3.4.3による　・ 

  ・改質アスファルトシート製造所の指定による　・ 

  ・改質アスファルトシート製造所の仕様による

１．共通仕様

　１）項目は、番号に　　印の付いたものを適用する。

　２）特記事項は、・ 印の付いたものを適用する。

　４）特記事項に記載の ( . . ) 内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

による注意情報が発せられた場合、受注者は人身の保護及び安全な避難に必要な補強、落下防止等

の安全措置を講ずるとともに、工事中断の措置をとること。又この事実が発生した場合は、契約書

　５）東海地震に係る地震防災対策強化地域内における工事にあっては「大規模地震対策特別措置法」

第２６条（臨機の措置）によって処理されるものとする。

　３）特記事項に記載の [ . . ] 内表示番号は、改修標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

（３）本特記仕様書の表記

特記仕様書は（　 ／　 ）図による。

］」（以下「標準仕様書」という。）による。

の工事特記仕様書を適用する。なお、電気設備工事の特記仕様書は（　 ／　 ）図、機械設備工事の

（２）電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事はそれぞれ

」という。）による。図面、本特記仕様書及び改修標準仕様書に記載されていない事項は、国土交通

（１）図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建

　　次の基準による。

１）図面、本特記仕様書、標準仕様書及び改修標準仕様書に記載のない事項は

環境への配慮

適用基準

適用区分

　 　
　　・　

２）本設計図書における「標準詳細図」とは、次の基準を指す。 

　建築工事標準詳細図（平成28年版）　　国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課 

　 建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

　・風圧力

　・積雪荷重 　　

　　平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域　別表（　　）

　　有すると共に、次のⅰ）からⅳ）を満たすものとする。

１）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を

 (1.4.1)[1.4.1]

　ⅰ）合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、 

　　パーティクルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、

　　保温材、緩衝材、断熱材、塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレ

　　ンを発散しない又は発散が極めて少ない材料で、設計図書に規定する「ホル

　　ムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

　ⅱ）接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少

　　ない材料を使用する。

　ⅲ）接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－ブチル及びフタル酸ジ－２－エチル

　　ヘキシル等を含有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料

　ⅳ）ⅰ）の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、

　　ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が

　　極めて少ない材料を使用したものとする。

２）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制

    対象外」とは次のⅰ）又はⅱ）に該当する材料を指し、同区分「第三種」と

    は次のⅲ）又はⅳ）に該当する材料を指す。

  ⅰ）建築基準法施行令第20 条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三

　　　種ホルムアルデヒド発散建築材料以外の材料

  ⅱ）建築基準法施行令第20 条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定

  ⅲ）建築基準法施行令第20 条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド

  ⅳ）建築基準法施行令第20 条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定

１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべ

 (1.4.1)[1.4.1]

    き品質及び性能を有するものとする。

２）備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものと

　　し、同等品を使用する場合は監督職員の承諾を受ける。

３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の

    指定する工法とする。

４）本工事に使用する材料の製造業者等は、次のⅰ）からVi)の事項を満たす

ものとし、この証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し)等）を

監督職員に提出して承諾を受ける。ただし、あらかじめ監督職員の承諾の

　  ⅰ）品質及び性能に関する試験データを整備していること。 

　　ⅱ）生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。 

    ⅲ）安定的な供給が可能であること。 

    ⅳ）法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。 

    ⅴ）製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。 

    ⅵ）販売、保守等の営業体制を整えていること。 

※施工計画調査

　　本工事該当部位及び関連部位について既存施設（埋設配管を含む）について

　　事前調査、情報収集を行う。

　報告書　　監督職員に２部提出

　　　　　　立面図、平面図等に記載、必要に応じ写真を添付

　調査業者　外壁及び防水改修施工数量調査は、使用予定材料メーカーの指定す

ＰＣＢ含有シーリ

ング材の調査

　　範囲、復旧方法　※図示　　・　

・埋設配管の試掘

・第一次判定（シーリング材種の判定）

　日本シーリング材工業会に次のシーリング材のサンプルを送付し、材種の判定

　を行う。判定結果については、監督職員に速やかに報告する。

　　サンプリング採取箇所（　　　　　　）採取箇所数（　　　　　　）

・第二次判定（ＰＣＢ含有量の分析）

　いない部分）を取り出して分析する。判定結果については、監督職員に速やか

　行う。なお、分析サンプルの四周は除去し、採取部の内部（大気にさらされて

　専門分析機関に次のシーリング材のサンプルを送付し、ＰＣＢ含有量の分析を

　　サンプリング採取箇所（　　　　　　）採取箇所数（　　　　　　）

化学物質の

　　　　濃度判定
ⅰ）施工完了後、引渡前に室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、

　　エチルベンゼン、スチレンの濃度を測定し、測定結果を監督職員に報告する。

ⅱ）測定対象室及び測定箇所数は次による。

　　　測定対象室（　　　　　　）測定箇所数（　　　　　　）

　　　測定対象室（　　　　　　）測定箇所数（　　　　　　）

　　　測定対象室（　　　　　　）測定箇所数（　　　　　　）

発生材の処理等 ・引渡しを要するもの

　　・金属類

　　・ＰＣＢを含む機器類（　　　　　　　）

　　・ＰＣＢ含有シーリング材　　　使用箇所（　　　　　　　）

・特別管理産業廃棄物

　・廃アスベスト　９章による

　・廃油

　・臭化リチウム水溶液等

　・鉛蓄電池

　・アルカリ蓄電池

・現場において再利用を図るもの

　・建設汚泥　　※再生資源化施設に搬出　・　

・再資源化を図るもの

　・小型蓄電池

　・蛍光ランプ及びＨＩＤランプ

　・硬質塩化ビニル管及び継手

　・廃せっこうボード

　・ガラス

※せっこうボード

　　　するか又は、含有していないことが確認できない場合は、各製造工場に問

　ⅰ）廃せっこうボードの裏面の表示を確認し、石綿、ヒ素、カドミウムを含有

　　　い合わせの上、監督職員と協議する。

　ⅱ）石綿含有廃せっこうボード　　　　　　９章による

・その他の含有物質（　　　　　　　）　　　搬出先（　　　　　　　　　　）

上記搬出先については、積算上の条件明示であり、処理施設を指定するものでは

ない。なお提示する施設と異なる場合にも設計変更の対象としない。

特定建設資材

　　　　　の処理

　本工事は、「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法律」第９条による分

別解体等実施義務の対象建設工事となることが想定されるため、同法に基づき分

別解体等及び特定建設資材の再資源化等の実施について適切な措置を講ずる。

ただし、工事契約後に明らかになったやむを得ない事情により、工事契約時に予

定していた条件により難い場合は、監督職員と協議する。

　また、分別解体・再資源化等の完了時に、再資源化等が完了した年月日、再資

源化等をした施設の名称及び所在地、再資源化等に要した費用を書面にて監督職

員に報告する。（書式は「建設副産物情報交換システム」で作成したものとする）

・分別解体の方法

工程 作業内容

新
営、

増
築、

改
修
工
事

解
体
工
事

分別解体等の方法

ⅰ)造成等 造成等の工事

ⅱ)基礎・基礎

　 ぐい 基礎、基礎ぐいの工事

ⅲ)上部構造部

　 分・外装
上部構造部分、外装の工事

ⅳ)屋根 屋根の工事

ⅴ )建築設備
　 内装等

建築設備、内装等の工事

ⅵ)その他
　 （　　　）

その他の工事

ⅰ)建築設備、
　 内装材等

建築設備、内装材の取り外し 手作業

手作業ⅱ)屋根ふき材 屋根ふき材の取り外し

ⅲ)外装材、上
　 部構造部分

外装材、上部構造部分の取り壊し
手作業・機械

作業の併用

ⅳ)基礎、基礎
　 ぐい

基礎、基礎ぐいの取り壊し

その他の取り壊し
　 （　　　）

特定建設資材廃棄物

の種類

コンクリート

コンクリート及び鉄か
ら成る建設資材

木材

アスファルト・コンク
リート

再資源化等をする

施設の名称
所在地

届出に係る事項の説明時に上記と異なる施設（同種の再資源化等を行う施設に限

る。）を受注者が提示した場合は、当該施設に搬出することができる。ただし、

当該施設への変更については設計変更の対象としない。

一
般
共
通
事
項

建設発生土の
　　　　処理方法

・　場外指定場所に搬出し、搬出後、監督職員へ搬出先の受入を証明する資料を

　　提出する。

・「建設発生土情報交換システム」を活用し近隣の受入先を調査の上、搬出距離、

　受入条件等が確認できる資料を監督職員に提出し、協議により搬出先を決定す

　る。搬出後、監督職員へ搬出先の受入を証明する資料を提出する。なお、次の

　運搬に相当する経費を見込んでいる。

　　仮置場　　（　　　　　　　　）

　　DID区間　 （　　　　　　　　）

　　搬出距離　（　　　　　　　　）

　　　受入条件（　　　　　　　　）

　　　搬出場所（　　　　　　　　）

　　　仮置場　（　　　　　　　　）

・　場内指定場所に敷き均し

・　場内指定場所に堆積

・撮影者：建築完成写真の撮影実績があるもので、監督職員が承諾する業者

　　撮影箇所数　・（　　　）箇所　　　・航空写真（　　　）箇所

　　　・電子データ（JPEGフルカラー、圧縮率1/4程度）１部

　　　　　画素数、画質等　4500×3000　ピクセル以上で画像補正を行ったもの

　　　・カラー印画紙キャビネ版　（　　　）枚

　　　・四つ切　（　　　）枚　　　・アルミ額縁

　　　・半切　　（　　　）枚　　　・アルミ額縁

・撮影者：任意

　　撮影箇所数　・（　　　）箇所

　　　　　画素数、画質等　1280×960　ピクセル以上

　　　・電子データ（JPEGフルカラー）１部

　　　・カラー印画紙キャビネ版　（　　　）枚

 [2.2.1]［表2.2.1］

「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、

同ガイドラインの別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基

準」における2の(2)手すり据置方式又は(3)手すり先行専用足場方式により

内部足場　・設置する　( ・ 脚立、足場板等　・　　　　　）　・設置しない

・材料、撤去材等の運搬方法

　　　　　　種別 ( ・ A 種　・ B 種　・ C 種　・ D 種  ・E 種 )

 [2.3.1]

   ・既存部分　　　養生の方法　（・ビニルシート、合板　・　　）

   ・備品、机、ロッカー等の移動　（・図示　・　　）  

                                 保管場所　　（・図示　・　　） 

   ・既存家具、既存設備等　　養生の方法　（・ビニルシート等　・　　） 

   ・既存ブラインド、カーテン等　養生の方法　（・ビニルシート等　・　　）

２)既存部分に汚染又は損傷を与えるおそれのある場合は養生を行う。また、万一

   損傷等を与えた場合は、受注者の責任において速やかに修復等の処置を行う。

１)養生の方法等

１）仮設間仕切り及び仮設扉の設置箇所　・図示　・　

[2.3.2][表 2.3.1]

２）仮設間仕切りの種別と材質等

３）仮設間仕切りに設ける仮設扉の材質等

・ A 種

・ B 種

・ C 種 　単管

・ 軽量鉄骨

・ 木

下　地種　別 仕上げ（厚さmm）

・せっこうボード（9.5mm）

・合板（9.0mm）

　防炎シート

仕上げ材　質

・ 木製

・ 

 ・ 合板張り程度
 ・ 

 ・ 

 ・ 無し

 ・ 片面

塗　装 備考

調査範囲　・図示　・防水改修範囲

調査方法　・図示　・ 

既存部分の破壊を行った場合の補修方法　・図示　・ 

調査報告書　提出部数：・２部　・ 

降雨等に対する養

生方法（とい共）

既存防水の処理

施工数量調査

既存防水層の

        下地補修

[3.1.3]

[1.5.2、3]

[3.2.3、4、6]

・改修標準仕様書3.1.3(e)(1)～(3)による。 ・ 

既存防水層の撤去　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　）　・行わない

既存保護層の撤去　・行う（範囲　・図示　・　　　　　　　）　・行わない 

露出防水層表面の仕上塗装除去

　・行う（・M4AS　・M4ASI　・M4C　・M4DI　・L4X）　　　・行わない

既存下地の補修箇所の形状、長さ、数量等　・図示　

P0S工法及びP0SI工法（機械式固定工法）の既存保護層を撤去し防水層を非撤去

とした立上り部等の補修及び処置

　・改修標準仕様書3.2.6(d)(3)(ⅶ)①～③による

・A-1

・A-3

・B-1

・B-3

・AI-1

・AI-3

・BI-1

・BI-3

種別

・A-2

・B-2

・AI-2

・BI-2

工法

・P2P

・P1B

・P2AI

・P1BI

・T1BI

施工

箇所

図

示

の保護 

立上り部 
絶縁用ｼｰﾄ

・ﾎﾟﾘｴﾁﾚﾝ
        ﾌｨﾙﾑ 

　0.15mm以上 
　厚さ 　保護材 

・乾式

・ｺﾝｸﾘｰﾄ
　　押え 

・れんが 

　　押え （材質）

・JIS A 9521による押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚﾝ
ﾌｫｰﾑ断熱材3種bA(ｽｷﾝ層付き)又は

JIS A 9511によるA種押出法ﾎﾟﾘｽﾁﾚ

ﾝﾌｫｰﾑ保温材の保温板3種b(ｽｷﾝあり)

（厚さ）・25mm　・ 

・ﾌﾗｯﾄﾔｰﾝｸﾛｽ 

  70g/㎡程度 

改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ 　

  ・改修標準仕様書表3.3.3から表3.3.9による　・　
部分粘着層付改質アスファルトルーフィングシートの種類及び厚さ 

  ・改修標準仕様書表3.3.3から表3.3.9による　・ 

平場の保護コンクリートの厚さ

　こて仕上げ　　・水下　80mm以上　・　

　床タイル張り　・水下　60mm以上　・　

・乾式保護材 　

　窯業系パネル：無石綿の繊維質原料等を主原料として、板状に押出成形し

　　　　　　　　オートクレーブ養生したもの。 

　金属複合板：金属板と樹脂を積層一体化したもの。 

・M4C

・M3D

・P0P

・P0DI

・M3DI

・M4DI

工法 種別

・C-1

・C-3

・C-4

・D-1

・D-3

・D-4

・DI-1

・C-2

・D-2

・DI-2

施工
箇所

図
示

高日射

防水の
適用

反射率

使用量種類

・製造所

　の指定

　による

・製造所

　の指定

　による

・製造所・製造所

　の指定

　による 　による

　の指定

　・　

　・　

　・　 脱気装置 

・設ける 

・設けない 

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける 

・設けない 

脱気装置 

・設ける 

・設けない 

改修用ﾄﾞﾚﾝ

・設ける 

・設けない 

・JIS A 9521による硬質

ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材2種1号若し

くは2号で透湿係数を除く

規格に適合するもの又は

JIS A 9511によるA種硬質

ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材の保温板2

種1号若しくは2号で透湿

係数を除く規格に適合する

（材質）
・製造所

　の指定

　による

・製造所

　の指定

　による

脱気装置の種類及び設置数量 　

  ・アスファルトルーフィング類製造所の指定による　・　

　・脱気装置の種類：　　　　　　　　、設置数量：　　　　　個/㎡

屋根露出防水絶縁断熱工法の場合の、ルーフドレン回り及び立上り部周辺の断熱

改質アスファルト

工法

・P1E

・P2E

種別

・Ｅ－１

・Ｅ－２

施工箇所 備考

保護層　　・設ける

　　　　　・設けない

押え金物の材質及び形状寸法

　・アルミニウム製　Ｌ-30×15×2.0mm程度　　・　

屋根排水溝　・図示　・　

工法

・AS-T3

・AS-T4

・AS-T3

・AS-T4

・ASI-T1

・ASI-J1

・AS-T1

・AS-T2

・AS-J2

・AS-J1

・AS-J3

・AS-J1

・AS-J3

種別

・M3ASI

・M4ASI

・P0ASI

・P0AS

・M3AS

・M4AS

施工

箇所

（厚さ）・25mm　・ 

 ・設ける 

防湿層

 ・設ける 

 ・設けない 

・JIS A 9521による硬質

ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ断熱材2種1号若

しくは2号で透湿係数を

除く規格に適合するもの

又はJIS A 9511によるA

種硬質ｳﾚﾀﾝﾌｫｰﾑ保温材の

保温板2種1号若しくは2

号で透湿係数を除く規格

に適合するもの 

・ 

・製造所

　の指定

　による

・製造所

　の指定

　による

・製造所

　の指定

　による

・製造所

　の指定

　による

・製造所

　の指定

　による

・

　の指定

・製造所

　による

 ・　

使用量

・製造所

　の指定

　による

・製造所

　の指定

　による

種類

仕上塗料
高日射

防水の
反射率

適用

備考

 ・設けない 

 ・設ける 

 ・設けない 

改修用ﾄﾞﾚﾝ

 ・設けない 

 ・設ける 

 ・設けない 

 ・設ける 

 ・設けない 

脱気装置 

改修用ﾄﾞﾚﾝ

 ・設ける 

 ・設けない 

 ・設ける 

脱気装置 

改修用ﾄﾞﾚﾝ

脱気装置 

手作業

                Ｃ種：利用可能なエレベーター　（　　　　　　　） 　　　

                Ｄ種：利用可能な階段　　　　　（　　　　　　　） 

[3.2.6]

[3.3.2～5]アスファルト防水

（厚さ）・25mm　・ 

シート防水

アスファルト防水

築改修工事標準仕様書（建築工事編）平成31年版［平成31年3月制定］」（以下、「改修標準仕様書

省大臣官房官庁営繕部制定の「公共建築工事標準仕様書(建築工事編）平成31年版［平成31年3月制定

　　・建築物解体工事共通仕様書（平成31年版）国土交通省大臣官房官庁営繕部

手作業・機械

作業の併用

手作業・機械

作業の併用

特記仕様書（１）

令和３年度　磯部地域福祉センター空調機器改修工事

Ａ -４
Ｒ０３.０４



ハヤシ　  クニ　　 ヒロ
図面訂正年月日 特記事項 作図年月日 図面番号

図面名称
FAX(0599)72-2733TEL(0599)72-0039〒517-0603 三重県志摩市大王町波切3290-5

縮尺林　　州　啓一級建築士　大臣登録第211001号

工事名称
林 州 啓 建 築 設 計 事 務 所

・

2

3

1

4

18

畳敷き

11

19

・

・

　　　　　　　塗床 

             　・　

仕上塗装

・塗装品

・無塗装品

間伐材等
の適用

・

・　　　

6

・

・

5 製材

造作用集成材6

　・　

　・　

　・　

　・　

　・　

　・　

内
装
改
修
工
事

6

7

8

・1類

・2類 ・

・

・

・

・

接着剤9

10

12

13

14

15

16

17

・ ・ ・

既存床の撤去及び

下地補修

改修範囲  [6.1.3]

既存間仕切壁の撤去に伴う当該壁の取り合う天井、壁及び床の改修範囲

・ 壁厚程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　・ 図示

天井内の既存壁の撤去に伴う当該壁の取合う天井の改修範囲

・ 壁面より両側 600mm 程度とし、既存仕上げに準じた仕上げを行う　・ 図示

天井の撤去に伴う取合部の壁面の改修

・ 既存のまま　・ 図示

 [6.2.2]

ビニル床シート等の除去　・ 仕上材のみ（接着剤とも）

　　　　　　　　　　　　・ 下地モルタルとも（・ 図示の範囲　・除去範囲全て）

合成樹脂塗床材の除去工法　                            ・ 機械的除去工法　・ 目荒し工法

コンクリート又はモルタル面の下地処理に用いるポリマーセメントモルタル及び

エポキシ樹脂モルタルは、4章外壁改修工事による。

改修後の床の清掃範囲　・図示　・　

[6.3.2]既存壁の撤去及び

下地補修

木下地等の表面

　　　　　仕上げ

  ・図示 

間仕切壁撤去に伴う他の構造体の補修

  ・改修標準仕様書4.4.9によるモルタル塗り

 （塗り厚25mmを超える場合の補修　・行う　・行わない） 

[6.5.1]

適用箇所表面仕上げの種別

 ・Ａ種

 ・Ｂ種

 ・Ｃ種

・「製材の日本農林規格」による下地用針葉樹製材
[6.5.2]

施工箇所 樹種 寸法

(mm)

等級 形状 含水率

の適用

間伐材等

・2級・　

・2級・　
・2級・　

・A種・B種・　

・A種・B種・　
・A種・B種・　

・
・

・

・「製材の日本農林規格」による造作用針葉樹製材

施工箇所 樹種
寸法
(mm)

等級 形状 含水率 間伐材等

の適用

見え掛り
面

見え掛り

面以外
・小節以上
・　

・上小節
・　

・A種・B種
・　

・A種・B種

・　

・A種・B種

・　

床張り用合板等

・「製材の日本農林規格」による広葉樹製材

施工箇所 樹種
寸法

(mm)
等級 形状 含水率

間伐材等
の適用

・10%以下

・A種・B種・　

・10%以下
・A種・B種・　

・10%以下

・A種・B種・　

・1等・　

・1等・　

・1等・　

・「製材の日本農林規格」以外の製材

施工箇所 樹種  寸法

(mm)

材面
の品質

 防虫処理 含水率 難燃処理
間伐材等

の適用

　・　

　・　

（　　　　） 
造作材の場合

（・A　・B種）

・適用する

・適用

　しない

・適用する

・適用
　しない

・A種

・B種

（　　　　） 

造作材の場合

（・A　・B種）

・適用する

・適用

　しない

・適用する

・適用

　しない

・A種

・B種

・代用樹種を使用できない箇所（　　　　　　　　　　　　）

ホルムアルデヒド放散量  ・規制対象外　・ [6.5.2]

・「集成材の日本農林規格」による造作用集成材

施工箇所 樹種 (mm)
寸法 見付け材面の品質

・１等　・２等

・１等　・２等

・１等　・２等

の適用
間伐材等

・

・

・

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり造作用集成材

施工箇所 樹種
(mm)
寸法

の厚さ(mm)
化粧薄板

 の品質
見付け材面

の適用
間伐材等

・1等　・2等

・1等　・2等

・

・

芯材：
化粧薄板：

化粧薄板：

芯材：

・「集成材の日本農林規格」による化粧ばり構造用集成柱

施工箇所 樹種
(mm)
寸法

の厚さ(mm)
化粧薄板

芯材：

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

・

・

の適用
間伐材等

・「集成材の日本農林規格」以外の造作用集成材

施工箇所 樹種 (mm)
寸法

面の品質
見付け材 含水率

の適用
間伐材等

・15％以下 ・　

・15％以下 ・　 ・

・

・15％以下

・　

・15％以下
・　

・

・

の適用
間伐材等含水率化粧薄板の

厚さ(mm) 面の品質
見付け材

(mm)
寸法

樹種

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり造作用集成材

施工箇所

芯材：

化粧薄板：

化粧薄板：

芯材：

防腐・防蟻処理

・「集成材の日本農林規格」以外の化粧ばり構造用集成柱

施工箇所 樹種 (mm)
寸法

厚さ(mm)
化粧薄板の

面の品質
見付け材 含水率

の適用
間伐材等

・

・

・15％以下
・　

・　
・15％以下

芯材：

化粧薄板：

芯材：

化粧薄板：

内
装
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修
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造作用単板積層材 [6.5.2]

ホルムアルデヒド放散量  ・規制対象外　・ 

・「単板積層材の日本農林規格」による造作用単板積層材

施工箇所
(mm)

厚さ 表面の化粧加工 防虫処理
の適用

間伐材等

・有り

（加工　・天然木加工・塗装加工）

・無し（等級：　　　　　　）

・有り

（加工　・天然木加工・塗装加工）

・無し（等級：　　　　　　）

・適用する

・適用

    しない

　・　

　・　
・適用する

・適用

    しない

・「単板積層材の日本農林規格」以外の造作用単板積層材

軽量鉄骨壁下地

施工箇所
(mm)

厚さ
表面の化粧加工 防虫処理 含水率

間伐材等

の適用

      ・塗装加工)

(加工 ・天然木加工

・有り ・適用する

・適用

    しない

・無し（　　 　　　）

・有り
(加工 ・天然木加工
      ・塗装加工)

・無し（　　 　　　）

・適用する
・適用

    しない

・14%以下

・　

　・　

[6.5.2]

　・　・　

・14%以下

・普通合板

ホルムアルデヒド放散量  ・規制対象外　・　

の適用

間伐

材等
防炎

処理

・適用

  する

・適用

しない

・適用

  する

・適用

しない

・　　　

難燃

処理

・適用

  する

・適用

しない

・適用

  する

・適用

しない

防虫

処理

・適用

  する

・適用

しない

・適用

  する

・適用

しない

板面の品質

広葉樹

針葉樹

・2等以上・１等

・C-D以上　・　

・2類

・1類

・

・5.5

・

箇所

厚さ

(mm)

施工

程度
の
接着

樹種名
の
表板

・構造用合板

施工

箇所
等級

表板の

樹種名

接着

の程度

板面

の品質

厚さ

(mm)

・2級以上

・1級

・１類

・特類

・C-D以上 ・12 ・適用
    する

・適用
    する

・適用

  しない

(      )

・適用

  しない

処理

防虫

等級

強度

の適用
材等
間伐

・１類

・特類

・パーティクルボード

・適用
    する

・適用

  しない

・適用
    する

(      )

・適用
  しない

ビニル幅木

施工箇所
よる区分
状態に

表裏面の 曲げ強さ

・13タイプ

・

・

・
・P又はM

接着剤

による区分による区分
による区分

難燃性

(mm)

厚さ

・15

・

・

・構造用パネル

施工箇所 等級

・１級　　・２級　　・３級　　・４級

・１級　　・２級　　・３級　　・４級

(mm)
厚さ

[6.5.3、4] [6.8.2] [6.9.3] [6.11.4、5]
接着剤は可塑剤（難揮発性の可塑剤を除く）が添付されていないものとする。

　ホルムアルデヒドの放散量

　　・ 規制対象外  　・    

施工箇所の下地がセメント系下地及び木質系下地以外の場合の接着材の種別

　　・図示　・　

[6.5.5]

・防腐、防蟻処理が不要な樹種による製材

　　　　適用部位：（　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

・薬剤の加圧注入による防腐・防蟻処理

                適用部位 　　保存処理性能区分

・Ｋ２ ・Ｋ３ ・Ｋ４

・Ｋ２ ・Ｋ３ ・Ｋ４

・Ｋ２ ・Ｋ３ ・Ｋ４

・薬剤の塗布等による防腐・防蟻処理

     適用部位

・改修標準仕様書6.5.5(a)(ⅲ)②ｱ～ｴによる　・　

                          処理の方法

・　

・　

・ボード原料接着剤への薬剤混入による防腐、防蟻処理 　　

　適用部位（　　　　　　　　　　　　　　） 

[6.6.2～4]軽量鉄骨天井下地

野縁等の種類 　屋外　・ 19 形　・ 25 形

　屋内　・ 19 形　・ 25 形

・屋外の軒天井、ピロティ天井等

　工法 

 　 建築基準法に基づき定まる（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

      野縁受、吊りボルト及びインサートの間隔　・図示　・ 

      周辺部の端からの間隔　・図示　・ 

      野縁の間隔　・図示　・  

　既存の埋込みインサート　・使用する　・使用しない 

　あと施工アンカーの引抜き試験　・行う（屋外の試験荷重：　　　　　　） 

　　　　　　　　　　　　　　　　・行わない 

・吊りボルトの間隔が900mmを超える場合の補強方法　　・図示　　・ 

  ・改修標準仕様書6.6.4(h)(1)(2)による　　・　

・天井のふところが1.5m以上3.0m以下の場合の補強方法 

・天井のふところが3.0mを超える場合 の補強方法　　・図示

・天井下地材における耐震性を考慮した補強 

　補強箇所　・図示　・ 　

　補強方法　・図示　・ 

[6.7.3] [表6.7.1]

スタッド、ランナーの種類　

　・改修標準仕様書6.7.1によるスタッドの高さによる区分に応じた種類

　・

スタッドの高さが5mを超える場合　・図示　・ 

ビニル床シート [6.8.2、3]

JIS 記号種類

・  発泡層の

　 ないもの

・   発泡層の
   あるもの

・FS

・

・

色柄施工箇所

・無地
・ﾏｰﾌﾞﾙ柄 

・柄物
・無地

特殊機能 厚さ(mm) 備考

・帯電防止 ・ 2.0

・耐動荷重性 

・防滑性 

・耐薬品性 

・

工法　　・ 熱溶接工法　・ 突付け（施工箇所：　　　　　　　　　）

特殊機能 

　帯電防止　・帯電防止性能評価値（JIS A 1455）1.2以上～3.2未満

 　　　　　　 又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1×10 ～1×10 Ω程度

 　　　　　 ・ 　　

[6.8.2]ビニル床タイル

JIS記号

・ＦＴ

・ ＫＴ

・ ＦＯＡ

施工箇所 色柄 寸法 特殊機能 厚さ(mm)

・ 3.0

・ 2.5

・ 無地

・ 柄物

・300×300 
・450×450 ・防滑性

・帯電防止 ・ 2.0

・ 無地

・ 柄物

・300×300 

・450×450 

・ 無地

・ 柄物
・500×500

特殊機能 

　帯電防止　・帯電防止性能評価値（JIS A 1455）1.2以上～3.2未満
 　　　　　　 又は体積電気抵抗値（JIS A 1454）1×10 ～1×10 Ω程度

 　　　　　 ・ 　　

　　　　　　・　

[6.8.2]

・防滑性

・帯電防止

・防滑性

・帯電防止 ・ 2.0

・ 3.0

・ 

備考

材質　　　・軟質　　・硬質 

高さ(mm)  ・60              　　・75 　　・100

厚さ(mm)　・1.5以上　・ 

[6.8.2]

厚さ(mm)  ・3.0　 ・4.5　 ・6.0　　・9.0 

色柄　　（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） 

寸法(mm)（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）   

[6.9.3、4] [表6.9.1]

・ 織じゅうたん

種別

・Ａ種
・Ｂ種

・Ｃ種

パイル形状

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ 
・ﾙｰﾌﾊﾟｲﾙ 

・ｶｯﾄ、ﾙｰﾌﾟ

織り方
・ｳｨﾙﾄﾝ ｶｰﾍﾟｯﾄ 
・ﾀﾞﾌﾞﾙﾌｪｰｽ

         ｶｰﾍﾟｯﾄ

        併用 ・ｱｷｽﾐﾝｽﾀｰ

         ｶ-ﾍﾟｯﾄ

20
下敷き材　・反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8mm　・　

・ タフテッドカーペット

・適用しない 

(標準品) 

色柄等

・無地 
・柄物 （性能：

・適用する 

帯電性

　　・人体帯電圧

　　　3kv以下

　　・ 　　 　　）

備考

パイル形状

・ｶｯﾄﾊﾟｲﾙ 

・ﾙｰﾌﾊﾟｲﾙ 

・ﾚﾍﾞﾙﾙｰﾌﾟﾊﾟｲﾙ

・ｶｯﾄ、ﾙｰﾌﾟ併用 ・ 

・4　　 ・  

・4～6　・ 

・5～7　・ 

ﾊﾟｲﾙ長さ(mm) 工法
・全面接着工法 

・ｸﾞﾘｯﾊﾟｰ 工法  

備考帯電性
・適用する 

（性能：

　　・人体帯電圧

　　　3kv以下

　　・ 　　 　　）

・適用しない 

下敷き材(グリッパー工法の場合)　

 ・反毛フェルト（JIS L 3204）の第2種2号　呼び厚さ 8mm 　・ 

内
装
改
修
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・ニードルパンチカーペット 

  厚さ（mm）（　　） 

  帯電性　  ・適用する（性能：・人体帯電圧3kv 以下　・       　） 　　　　

　          ・適用しない 

  備考（　　　　　　） 

・タイルカーペット

パイル形状

・ ループパイル

・ カットパイル

・ カット・ループ

・ 第一種

・ 第二種

・ 第一種
・ 第二種

・ 第一種

　　　　　　　併用 ・ 第二種

タイルカーペットの敷き方　　平　　場　・市松敷き　・模様流し　・　　  　　

種別 施工箇所 寸法(mm)

・ 500×500

・

・ 500×500
・

・ 500×500

・ ・
・ 6.5

・
・ 6.5

・

・ 6.5

総厚さ(mm) 備考

 　　　　　　　　 ・適用しない 

見切り、押え金物　・適用する（材質、形状等　・図示　・　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　階段部分　・模様流し　・市松敷き　・ 

[6.10.2～3]合成樹脂塗床

種別

・厚膜型塗床材 

　弾性ｳﾚﾀﾝ樹脂系

・厚膜型塗床材 

　ｴﾎﾟｷｼ樹脂系塗床 

施工箇所 工法

・薄膜型塗床材 

・ｱｸﾘﾙ樹脂塗床 
 （JIS K 5970） 

・薄膜流し展べ

・樹脂ﾓﾙﾀﾙ工法 

仕上げの種類

・防滑仕上げ

・つや消し仕上げ 

・平滑仕上げ 

・厚膜流し展べ
　　　　　　工法 

・防滑仕上げ 

　　　　　　工法 

・平滑仕上げ　 

工程 

  塗布量（kg/㎡）  

  ・ 
　表面仕上げ       

　・平滑　 ・防滑 

　溶剤          　 

　・水性色 ・溶剤系

　　　　　 ・無溶剤系 

　仕上色         

　・標準色 ・ 

塗料のホルムアルデヒド放散量　・規制対象外　・ 

[6.11.2～6]フローリング張り
  単層フローリング

種類 工法 樹種
(mm)
厚さ

大きさ

・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ
　ﾎﾞｰﾄﾞ1等

・釘留め工法

  (根太張り）
・なら 15

・釘留め工法 ・なら

・

・  (直張り）

・12以上
・ 

・なら・接着工法

・

・12以上
・ 

板幅75 
板長さ500以上 

板幅75 
板長さ300以上 

板幅75 

板長さ300以上 

　ﾊﾟｰｹｯﾄ1等

・ﾓｻﾞｲｸ

　ﾌﾞﾛｯｸ1等

・ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ ・接着工法

接着工法

・なら 15

・ 

・ 

303×303 ・塗装品

・無塗装品

・塗装品

・無塗装品

複合フローリング

種類 工法 樹種
きさ（mm）

厚さ・大
種別

　ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

　粧複合

・天然木化

・接着工法

  (直張り）

・釘留め工法

  (根太張り）
・釘留め工法 ・なら

・ 

・ 

・なら
・8以上 ・ 
板厚 

板幅 

・75以上・　
板長さ 

   900以上

・A種

・B種

・C種

・適用
    する

・適用

  しない

防湿処理
塗装

仕上げ

の適用

間伐材等

・塗装品

・無塗装

      品

フローリング及び接着剤のホルムアルデヒドの放散量    ・ 規制対象外　・　 

接着工法の場合の裏面緩衝材　・合成樹脂発泡シート　・　

現場塗装仕上げ　・行う（施工箇所　　　　　　　　　　　）　・行わない

　                  ・オイルステインの上、ワックス塗り

　                  ・ウレタン樹脂ワニス塗り 　

　                  ・生地のままワックス塗り

[6.12.2]

種別　・A種　　・B種　　・C種　

下地の種類　 　・標準仕様書　表12.6.1による床組 　　　　　　
　　　　　　　 ・D種（畳床：・KT-Ⅰ・KT-Ⅱ・KT-Ⅲ・KT-K・KT-N） 

             　・ポリスチレンフォーム床下地（ノンフロン    ） 　　　　　　

畳表及び畳床は ホルムアルデヒド、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない

か、発散が極めて少ない材料を使用したものとする。

内
装
改
修
工
事

6 6

ゴム床タイル　

カーペット敷き

特記仕様書（２）

令和３年度　磯部地域福祉センター空調機器改修工事

Ａ -５
Ｒ０３.０４



ハヤシ　  クニ　　 ヒロ
図面訂正年月日 特記事項 作図年月日 図面番号

図面名称
FAX(0599)72-2733TEL(0599)72-0039〒517-0603 三重県志摩市大王町波切3290-5

縮尺林　　州　啓一級建築士　大臣登録第211001号

工事名称
林 州 啓 建 築 設 計 事 務 所
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2

5

コンクリート2

セメント3

4

適用箇所

1

強度

機械式継手7

溶接継手8

9

10

6

5

3

　・　

溶接金網2

鉄筋1

8-1 鉄筋工事

鉄筋の定着長さ

2 適用箇所

6

2

1

3

7

　[7.2.1～7]

  -

  -

  -

  -

  -

26

23

壁紙張り22

防火性能

内
装
改
修
工
事

せっこうボード

その他のボード

及び合板張り
種　　類

・ 硬質木毛セメント板

・ 中質木毛セメント板

・ 普通木毛セメント板

・ 硬質木片セメント板

・ 普通木片セメント板

・ けい酸カルシウム板

・ ロックウール化粧吸音板  DR 

・ ロックウール吸音ﾎﾞｰﾄﾞ

                 １号

・ グラスウール吸音ﾎﾞｰﾄﾞ
                 32K

・ せっこうボード

GW-B 

RW-B 

・ 不燃積層せっこうボード

　 　化粧無（下地張り用）

GB-R 

GB-NC 

・ 不燃積層せっこうボード

　 　化粧有（ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様）

GB-NC 

 (T)

・ シージングせっこう GB-S 

                   ボード

・ 強化せっこうボード

・ せっこうラスボード

・ 化粧せっこうボード

・ 化粧せっこうﾎﾞｰﾄﾞ

           （ﾄﾗﾊﾞｰﾁﾝ模様）

・ 普通合板

 (T)

GB-D 

GB-D 

GB-L 

GB-F 

9.5

12.5 （不燃）幅 440mm 程度

表面の樹種

　生地、透明塗料塗り 
（・ﾗﾜﾝ程度　・　　　 　　） 

  不透明塗料塗り 
（・しな程度 ・　 　　　　） 

板面の品質（　　　） 

厚さ(mm)（　　　） 

接着剤の程度（・１類　・２類）

・防虫処理

化粧板の樹種名（　　　　　　　　　） 

厚さ(mm)（　　　） 

接着剤の程度（・１類　・２類）

・防虫処理

化粧加工の方法            （・ｵｰﾊﾞｰﾚｲ ・ﾌﾟﾘﾝﾄ ・塗装） 

表面性能（　　　　    　）タイプ 

接着剤の程度（・１類　・２類）

厚さ(mm)（　　　） 

JIS K 6903 による　（※ 1.2　　・）

・ 天然木化粧合板

・ 特殊加工化粧合板

・ メラミン樹脂化粧板

・ 単板張り
　　パーティクルボード

・ 化粧

　　パーティクルボード

・ ハードボード（素地）

・ 塗装 
・ 単板ｵｰﾊﾞｰﾚｲ     ・ﾌﾟﾗｽﾁｯｸｵｰﾊﾞｰﾚｲ 

・ 無研磨板     　　・ 研磨板

・ 10　 ・ 12　 ・ 15　 ・ 18      ・　

・ ポリエステル樹脂化粧板

・ ミディアムデンシティ

　　ファイバーボード

 MDF ・ 3　　・ 7　　・ 9　　・ 12      ・　

・ ハードボード（化粧）

・ インシュレーション

                ボード

 IB 
・ 9　　・ 12　 ・ 15　 ・ 18  

 A級（ ・天井仕上げ ・内装仕上げ ・ 　）

・ 2.5　・ 3.5　・ 5　・ 7 
・内装用　　　・外装用 

・研磨板　（・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞ） 
・無研磨板（・ｽﾀﾝﾀﾞｰﾄﾞ　・ﾃﾝﾊﾟｰﾄﾞ）  HB  

・ 10（難燃）・ 12（難燃）・  

・防虫処理

遮音シール材　　　・適用する（・シーリング材　・ジョイントコンパウンド）

せっこうボード等の下地は図示による。

 　　　　　　　　 ・適用しない 

合板類、ＭＤＦ及びパーティクルボードのホルムアルデヒド放散量

  ・規制対象外　・ 

合板類の張付け　　・B種 ・A種　

せっこうボードの目地工法　　・仕上表による　・　

ホルムアルデヒド放散量　・規制対象外　・　 [6.14.2～3]

施工箇所
紙 繊維

　・　

　・　

　・　

　・　

　・　

　・　

　・　

　・　

　・　

　・　

　・　

　・　

　・　

　・　

　・　

　・　

　・　

　・　

　・　

　・　

ﾌﾟﾗｽ
ﾁｯｸ

無機質
その
他

壁紙の種類

・ 不燃・ 準不燃・難燃

・ 不燃・ 準不燃・難燃
・ 不燃・ 準不燃・難燃

・ 不燃・ 準不燃・難燃

備考

モルタル・プラスター面の下地調整　・RB種 　・　

コンクリート・ＡＬＣ面の下地調整　・RB種 　・　

せっこうボード面の下地調整　　　　・RB種 　・　

モルタル塗り [6.15.3、6]

吸水調整材は、改修工事標準仕様書表4.2.2による。 

既製目地材　・設ける　施工箇所（　　　　　）

　　　　　　　　　　　形状（・図示　・　　　　　） 　

　　　　　　・設けない 

床目地　　　・設ける（工法・押し目地　・　　　　　　）

　　　　　　・設けない 

・防水剤 

（品質・性能）

　工事建築材料等品質性能表による

（試験方法）

　工事建築材料等品質性能表による

・ 12　  ・ 15　  ・ 18　  ・ 21　 ・　

厚さ(mm)、規格等

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・　

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・　

・ 15　　・ 20　　・ 25　　・　

・ 30 　 ・　

タイプ 2（無石綿） ・ 6　・ 8  
1.0FK 

0.8FK 

・ フラットタイプ
　　（・　9(不燃)　・ 12(不燃) ・　　）

・ 凹凸タイプ

　　（・ 12(不燃)　・ 15(不燃)  ・ 　）

・ 25　　・ 

記号
JIS

 NW 

 HF 

 NF 

 HW

 MW 

・ 25(ｶﾞﾗｽｸﾛｽ包）　　・ 

・12.5 (不燃) 　・ 15 (不燃)

 9.5 (不燃) 

 9.5 (不燃) 

12.5 （・不燃　・準不燃）

・ 12.5 （不燃）　・ 15 （不燃）

[6.13.2、3] タイル張り

内
装
改
修
工
事

[6.16.2～4]

伸縮調整目地の位置　床タイル　（・縦、横とも4m以内ごと　・図示　・　　　）

　　　　　　　　　　床タイル以外　　（・図示　・　　　）  

塗
装
改
修
工
事

・セメントモルタルによる陶磁器質タイル張り　 

　タイルの形状、寸法等 

施工箇所 形状

寸法

(mm)

再生

材料

の

適用

区分

による

吸水率

ぐすり

うわ
役物 色

害性

耐凍

り性

耐滑 備考

標
　
準

特
　
注

有 無無有施
ゆ
う

Ⅲ
　
類

Ⅱ
　
類

Ⅰ
　
類

無
ゆ
う

 ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・ 

 ・ 

 ・ 

 ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・ 

既製調合モルタル

見本焼き　・行う　・行わない 

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

試験張り　・行う　・行わない 

  モルタル下地としたタイル工事に使用する張付け用モルタルとして、セメント、
  細骨材、混和剤等を予め工場において所定の割合に配合した材料とする。

（品質・性能）
　工事建築材料等品質性能表による

（試験方法）

　工事建築材料等品質性能表による

既製調合目地材

（品質・性能）

　建築材料等品質性能表による

（試験方法）
　建築材料等品質性能表による

・接着剤による陶磁器質タイル張り

　タイルの形状、寸法等 

施工箇所

(mm)

寸法

形状

適用
の

材料

再生

区分

による

吸水率

ぐすり

うわ
役物 色

害性

耐凍

り性

耐滑
備考

標
　
準

特
　
注

有 無無有無
ゆ
う

施
ゆ
う

Ⅲ
　
類

Ⅱ
　
類

Ⅰ
　
類

 ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・ 

 ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・ 

 ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・  ・ 

見本焼き　・行う　・行わない 

試験張り　・行う　・行わない 

標準的な曲がりの役物は一体成形とする

内装壁タイル接着剤張りに使用する有機質接着剤のホルムアルデヒド放散量

  ・規制対象外　・ 

セルフレベリング材

塗り 種類　・せっこう系　・セメント系 

塗厚(mm)　・ 

天井見切り縁

材種　・塩化ビニル製　　・アルミニウム製

材料

屋内で使用する塗料のホルムアルデヒド放散量

  ・規制対象外　・  

防火材料　・屋内の壁、天井仕上げは防火材料とする。 

　　　　　・次の箇所を除き防火材料とする。（箇所：　　　　　） 

塗替えＲＢ種の場合の既存塗膜の除去範囲 

　・塗替え面積の30％　・図示　・ 

下地調整

塗
装
改
修
工
事

下地調整 

下地面の種類
塗替え

・ＲＢ種　・　

・ＲＢ種　・　
・ＲＢ種　・　

木部

鉄鋼面

亜鉛めっき面

亜鉛めっき面（鋼製建具）

モルタル、プラスター面

下地調整の種別

新規

・ＲＡ種 ・ＲＢ種

ＲＡ種 

ＲＡ種 

ＲＣ種 

の補修

ひび割れ部

・ＲＡ種 ・ＲＢ種 ・行う
・行わない

・行う
・行わない

・行う
・行わない

ＲＡ種 

ＲＡ種 ・ＲＢ種　・　

・ＲＢ種　・　

・　

・ＲＢ種　・　

コンクリート面(DP以外)、

ＡＬＣパネル面

押出成形セメント板面

コンクリート面(DP)、

せっこうボード面及び

その他ボード面

・ＲＡ種 ・ＲＢ種

[7.3.2、3]錆止め塗料塗り

錆止め塗料塗りの種別

EP-G以外

EP-G

亜鉛めっき面

鉄鋼面

EP-G

EP-G以外 塗替え 

新規鉄鋼面

塗替え 

新規鉄鋼面

新規鉄鋼面見え掛り 

新規見え隠れ 

新規見え隠れ 

塗替え 

新規鉄鋼面見え掛り 

塗替え 

塗装面 塗料 工程

・Ｃ種　・　

・Ａ種　・　

・Ｂ種　・　

・Ｃ種　・　

・Ａ種　・　

・Ｂ種　・　

・Ｃ種　・　

・Ａ種　・　

・Ｃ種　・　

・Ａ種　・　

Ａ種

Ｃ種

Ｃ種

Ｂ種

Ｂ種

Ｂ種

Ａ種

Ａ種

・Ａ種　・　

・Ａ種　・　

鉄筋の種類

種類の記号

・ SD295A

・ SD345

・ 

呼び径(mm)

形状等

備考

種　類

・ 溶接金網
・ 鉄筋格子

種類の記号 網目の形状、寸法、鉄線の径(mm) 使 用 部 位

 [8.2.2]

[8.2.1]

既存杭の撤去等　[8.28.2]

　・杭頭部の処理　　　・図示による（　　　　）　・　
　・撤去範囲及び方法　・図示による（　　　　）　・　

　・既存杭の補強　　　・図示による（　　　　）　・　

　・既存杭の健全性を確認する試験

　　・図示による（　　　　）　・　

撤去範囲

はつり出した鉄筋及び鉄骨の処置

　・ 図示による（　　　　　　　　）　　　　・　

　・ 図示による（　　　　　　　　）　　　　・　

既存コンクリートの目荒らしの程度　[8.21.3][8.22.3][8.23.3]

・ 既存柱、梁面　　　　　・ 打継ぎ面の15～30%程度　　　・　

既存コンクリートの目荒らしの範囲　[8.21.3][8.22.3][8.23.3]

・ 既存壁　　　　　　　　・ 打継ぎ面の10～15%程度　　　・　

・ 平均深さ2～5mm（最大7mm）程度の凹凸を全体にわたってつける　

・ 　

[8.21.2、3][8.22.2、3][8.23.2、3][8.24.2][8.28.2]

既存構造体の撤去　[8.21.2][8.22.2][8.23.2][8.24.2]
既存部分の処理等

適用範囲 ・ 改修標準仕様書　第８章　耐震改修工事

・ 改修標準仕様書において第８章耐震改修工事以外の改修工事で第８章を引用

   している部分

工事内容

・ 現場打ち鉄筋コンクリート壁の増設工事

・ 鉄骨ブレースの設置工事

・ 柱補強工事（溶接金網巻き工法又は溶接閉鎖フープ巻き付き工法）

・ 連続繊維補強工事

・ 柱補強工事（鋼板巻き工法又は帯板巻き付け工法）

耐
震
改
修
工
事

・ 耐震スリット新設工事

・ 免震改修工事

・ 制振改修工事

・ 基礎工事

・ 

つや有合成樹脂エマルションペイント塗り（ｺﾝｸﾘｰﾄ面、ﾓﾙﾀﾙ面、ﾌﾟﾗｽﾀｰ面、

せっこうﾎﾞｰﾄﾞ面、その他ﾎﾞｰﾄﾞ面）の塗替えの場合のしみ止め 　

  ・改修標準仕様書表7.9.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　・ 

合成樹脂エマルションペイント塗りの塗替えの場合のしみ止め 　

  ・改修標準仕様書表7.10.1の工程１の下塗りをしみ止めシーラーとする　・ 

・高日射反射率塗料塗り 

  下地調整（改修標準仕様書表7.2.2）　・ＲＡ種　・ＲＢ種　・ＲＣ種 

塗料その他
工程

（kg/㎡)規格番号 規格名称 種類 等級

JISK5675

率塗料

日射反射

屋根用高
２種

・３級

・２級

・１級 塗料製造所の仕様による

塗付け量

・つや有合成樹脂
  エマルション

  ペイント(EP-G)

・合成樹脂エマルションペイント塗り(EP) 

・合成樹脂エマルション模様塗料塗り(EP-T) 

・ウレタン樹脂ワニス塗り(UC) 

・ラッカーエナメル塗り(LE) 

・オイルステイン塗り(OS) 

・木材保護塗料塗り(WP)

－ － 

・A種 

・B種

・A種 
・B種

・A種 

・B種

・B種　・ 

・B種　・A種

・B種　・A種

・B種　・A種

・B種　・A種

・B種　・　

・B種　・A種

・B種　・ 

・B種　・ 

・B種　・ 

・B種　・ 

・B種　・ 

・

[7.4.2～7.15.2]

塗装の種類 塗装面
塗替え 新規

・合成樹脂調合 木部屋外 

    ペイント塗り

 (SOP) 
  塗料の種別 

・クリヤラッカー塗り(CL) 

    ・1種　・2種 

鉄鋼面 

木部屋内 

亜鉛めっき鋼面(鋼製建具） 

亜鉛めっき鋼面
        （鋼製建具以外）

・フタル酸樹脂エナメル塗り(FE)

・アクリル樹脂系非水分散形塗料塗り(NAD) 

鉄鋼面 上塗り等級（　　）級 

亜鉛めっき鋼面 　塗り(DP)

・耐候性塗料 ・

・A種 

・B種

ｺﾝｸﾘｰﾄ面及び押出成形

       上塗り等級（　　）級 

              ｾﾒﾝﾄ板面

ｺﾝｸﾘｰﾄ面等

屋内の木部 

屋内の鉄鋼面 

屋内の亜鉛めっき鋼面 

・ 

・ 

A種

A種

・

・B種　・A種

・B種　・A種

・B種　・A種

・A種　・　

・B種　・A種

・A種　・　・B種　・ 

・B種　・ 

・B種　・ 

・A種　・ 

・B種　・ ・B種　・　

・B種　・　

・B種　・A種

・B種　・　

鉄筋の継手

継手方法等[8.3.4][8.4.2、3]

部位

柱、梁の主筋

耐力壁の鉄筋

その他の鉄筋

（　　　　　）

・ 重ね継手　 ・　

・ 重ね継手　 ・　

継手方法

・ ガス圧接   ・ 機械式継手　　・ 溶接継手

耐力壁の重ね継手の長さ　[8.3.4]

　・ 図示による（　　　　　）
　・　

継手位置　[8.3.4]

　・ 図示による（　　　　　）

鉄筋の定着長さ　[8.3.4]

鉄筋のかぶり厚さ
及び間隔

(溶接金網を含む)

最小かぶり厚さ　[8.3.5]

柱及び梁の主筋にD29以上の使用の有無

　・無し

・ 図示による（　　　　　）　・　

・ 図示による（　　　　　）　・　

　・有り　適用箇所(　　　　　　　　　)

軽量コンクリートで土に接する部分

　　主筋のかぶり厚さを径の1.5倍以上確保する

　・無し

　・有り　適用箇所(　　　　　　　　　)

　　・最小かぶり厚さに加える厚さ　　（　　　　）mm
　　・　

耐久性上不利な部分（塩害等を受けるおそれのある部分等）

　・無し

　・有り　適用箇所(　　　　　　　　　)

　　・最小かぶり厚さに加える厚さ　　（　　　　）mm
　　・　

鉄筋相互のあき（機械式継手及び溶接継手を除く）　[8.3.5]

　・ 図示による（　　　　　）　・　

[8.3.5][8.4.2]

使用箇所　　　・ 図示による（　　　　　）　　　・　

H12建告第1463号に適合する性能　[8.4.2]

　・ Ａ級　　 ・　

機械式継手の種類及び工法　[8.4.2]　（　　　　　　　　　　）

鉄筋相互のあき　[8.3.5]

　・ 図示による（　　　　　）
　・

品質の確認方法[8.4.2]

　・ 図示による（　　　　　）

不良となった継手の修正方法等　[8.4.2]

　・ 図示による（　　　　　）

使用箇所　　　・ 図示による（　　　　　）　　　・　

H12建告第1463号に適合する性能　[8.4.3]

　・ Ａ級　　 ・　

鉄筋相互のあき　[8.3.5]

　・ 図示による（　　　　　）
　・

溶接継手の工法　[8.4.3]

　・ 図示による（　　　　　）

品質の確認方法　[8.4.3]

　・ 図示による（　　　　　）

不良となった継手の修正方法等　[8.4.3]

　・ 図示による（　　　　　）

超音波探傷試験　[8.3.8]

　・行う（全数）

圧接完了後の試験

割裂補強筋

仕様　　　・ 図示による（　　　　　）　　　・　

[8.21.6][8.22.7]

[8.3.8]

[8.3.5][8.4.3]

8-2 コンクリート工事

コンクリートの

気乾単位容積質量

による種類及び

・ 普通コンクリート　[8.1.3、4]

設計基準強度（N/mm ） スランプ

※ 18・ 24

・ 

・ 

・ 軽量コンクリート　[8.1.3、4][8.9.2]

設計基準強度（N/mm ）2 スランプ

種別　[8.1.3]

　・ Ⅰ類（JIS A 5308への適合を認証されたコンクリート）

　・ Ⅱ類（JIS A 5308に適合したコンクリート）

種類　[8.2.5]

　・ 普通ポルトランドセメント又は混合セメントのＡ種（普通ポルトランド

　　 セメントの品質は、JIS R 5210に示された規定の他、水和熱が7日目で

　　 352J/g以下、かつ28日目で402J/g以下のものとする）

　・ 高炉セメントＢ種　　　　　　　　　使用部位（　　　　　　　　　　）

　・ フライアッシュセメントＢ種　　　　使用部位（　　　　　　　　　　）

　・ 

アルカリシリカ反応性による区分　[8.2.5]

　・ Ａ　　　　　 ・ Ｂ

　[8.2.5]

[8.2.5]・ 混和剤　[8.2.5]

 　混和剤の種類　　・ 改修標準仕様書 8.2.5(d)(1)による　　　・　

・ 混和材　[8.2.5]

 　混和材の種類　　・ 改修標準仕様書 8.2.5(d)(2)による　　　・　

(6.2.3)[8.9.1]

[8.2.5]

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 使用部位（　　　　　　　　　　）

・ 普通コンクリート（6.2.3）　　・ 2.3t/m 程度　　　・　

・ 軽量コンクリート［8.9.1］　　・ 

3気乾単位容積質量

混和材料

骨材

 [8.3.4][8.4.2、3]

[8.3.4]

[8.3.5]

呼び径(mm)

[8.1.3、4][8.9.2]

[8.1.3]

        の種別

6

模様（・ 柾目　・ 板目） 専用下地材有り　　　　　　　　　（木目）  (W)

9.5（準不燃）

居室（壁）

[6.17.2～3]

[7.1.3]

－ － 

・A種 
・B種

特記仕様書（３）

令和３年度　磯部地域福祉センター空調機器改修工事
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令和３年度　磯部地域福祉センター空調機器改修工事

図面名称

図面訂正年月日 特記事項 工事名称作図年月日

縮尺
〒517-0603 三重県志摩市大王町波切3290-5

林 州 啓 建 築 設 計 事 務 所
ハヤシ　  クニ　　 ヒロ

FAX(0599)72-2733
TEL(0599)72-0039

林　　州　啓一級建築士　大臣登録第211001号

図面番号

工事場所

附 近 見 取 図

Ｎ

附近見取図 Ａ -７
Ｒ０３.０４



図面名称

図面訂正年月日 特記事項 工事名称作図年月日

縮尺
〒517-0603 三重県志摩市大王町波切3290-5

林 州 啓 建 築 設 計 事 務 所
ハヤシ　  クニ　　 ヒロ

FAX(0599)72-2733
TEL(0599)72-0039

林　　州　啓一級建築士　大臣登録第211001号

図面番号

１／３００

中庭

調整池

歩道

道路

駐輪場

身障者用

駐車場

歩道車寄せ

Ｎ

駐車場

駐車場

駐車場

健康福祉センターかかがやき

配 置 図 Ｓ＝1/300

ＲＣ造平屋

Ｓ造平屋

建築面積　　3516.48　㎡

延べ床面積　2571.16　㎡

車庫棟 Ｓ造平屋

延べ床面積　149.80　㎡
備品倉庫棟

Ｓ造２階建て

延べ床面積　122.25　㎡
延べ床面積　21.31　㎡

水路

道
路
境
界
線

道路境界線

75
,
1
50

隣
地
境

界
線

隣地境界線 71,394

隣地境界線
33,163

隣地境界線

隣地境界線

48.
284

1,500

6,
28
2

隣
地
境
界
線

隣
地
境
界
線

パターゴルフ場

浄化槽

キュービクル

側溝

1
0
,
4
0
0

配 置図（改修前）

通行に支障ある電気配線の取外し及び復旧

※　空調室外機基礎施工部分のみ、花壇の樹木撤去処分

花壇花壇

花壇

花壇

令和３年度　磯部地域福祉センター空調機器改修工事

Ｒ０３.０４
Ａ -８



2
1
,
5
1
0

図面訂正年月日 特記事項

図面名称

工事名称作図年月日

縮尺
〒517-0603 三重県志摩市大王町波切3290-5

林 州 啓 建 築 設 計 事 務 所
ハヤシ　  クニ　　 ヒロ

FAX(0599)72-2733
TEL(0599)72-0039

林　　州　啓一級建築士　大臣登録第211001号
１／３００

床面積求積図

1 2

3

8

24
16

17

18

5

4

6

19 14
13

23

10

15

12

10

11

8

921

20

7

25

26

27

28

21,800

14,400 3,600 3,800 12,715

22,700

2,870 7,115

86,200

29,600 1,20010,900

3,000

22,700

18,500

86,200

1,100 15,800

18,000

29,600

1,100

6,750

10,900

8,230

1,200

1,000 2,670
500

1,200 3,350

1
,
5
0
0

5
,
2
0
0

9
,
6
0
0

2
0
,
0
1
0

2
1
,
5
1
0

6
,
6
8
0

4
9
,
7
0
0

1
,
4
0
0

2
,
7
8
0

2
,
5
0
0

6
,
7
0
0

2
,
3
5
0

3
,
0
0
0

3,000

7
,
5
0
0

7
,
5
0
0

2
,
0
7
0

（装飾塔）

（本　体）

（車庫棟）

（駐輪場）

4,300

（備品倉庫棟　１階）

（備品倉庫棟　中２階）

21,400 12,000 10,296

Ｄ

Ａ

Ｂ

Ｃ

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

記 号

㎡

2,000

500

1,700

500

3,850

1
,
1
0
0

1
1
,
4
1
0

6
,
6
8
0

5
,
9
1
0

3
,
5
0
0

2
,
0
0
0

23,100

6
,
2
5
0

7
,
0
7
1
.
8

6
,
2
5
0

500

7
,
0
7
1
.
8

5
0
0

500500

5,500

7,750

22

23

Ｒ
＝
8,620

4,240

1
0
,
1
0
0

8
5
0

1
,
0
0
0

2
0
,
5
5
0

6
,
9
0
0

4
9
,
7
0
0

2
1
,
4
0
0

1
0
,
1
0
0

1
,
0
0
0

左図参照

12.715  ×　　1.500   ＝

 7.115  ×　　1.500   ＝

22.700  ×　 20.010   ＝

 3.000  ×　  1.400   ＝

18.500  ×　  6.680   ＝

22.700  ×　 21.510   ＝

29.600  ×　 10.100   ＝

 1.000  ×　  1.000  ×　1 / 2  ＝

 3.000  ×　  2.500   ＝

 8.230  ×　  0.850   ＝

10.900  ×　 20.550   ＝

12.100  ×　  6.900   ＝

10.900  ×　  21.400   ＝

 5.500  ×　   2.000   ＝

 2.000  ×　   3.500   ＝

 1.700  ×　   6.680   ＝

 0.500  ×　  11.410   ＝

(15.80  ＋　18.000） ×　1.100　×　1 / 2　＝

(6.750  ＋　7.750） ×　0.5　×　1 / 2　＝

(6.250  ＋ 7.0718） ×　0.5　×　1 / 2　＝

(3.350  ＋　3.850） ×　0.5　×　1 / 2　＝

(23.10  ＋　23.60） ×　0.5　×　1 / 2　＝

 0.500  ×　   5.910   ＝

９.０００

21.400  ×　   7.000   ＝

 4.300  ×　   7.500   ＝

12.000  ×　   7.500   ＝

10.296  ×　   2.070   ＝

 3.000  ×　   3.000   ＝

 3.800  ×　   9.050   ＝

 3.600  ×　   2.350   ＝

14.400  ×　   9.600   ＝

３４.３９０

８.４６０

１３８.２４０

１４９.８０

３２.２５

９０.００

２１.３１２７

１９.０７２５

１０.６７２５

４.２００

７.５００

４８８.２７７

０.５００

１２３.５８０

２９８.９６０

１８.５９０

６.９９５５

２２３.９９５

８３.４９０

４６.５１３５

２３３.２６０

７.０００

２.９５５

１１.３５６

１１.０００

５.７０５

１.８００

３.６２５

３.３３０

１１.６７５

４５４.２２７

１４９.８０

３２.２５

９０.００

１２２.２５

Ａ

Ｂ

Ｃ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28

合 計

駐 輪 場

計

【延床面積】

【容積率対象床面積】

【容積率】

２１.３１２７Ｄ

２９３.３６２７

２,８６４.５２　　　㎡

２,８６４.５２１７　㎡

２,６９３.４０９０　㎡

備品倉庫棟

車 庫 棟

中２階

１　階

小　計

【本体床面積】

【別棟床面積】

＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ×2＋ ＋ ×2＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋

＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ×2＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ２,５７１.１５９０　㎡

２,８６４.５２１７　×　１/５　＝　５７２.９０４３　

２,８６４.５２１７　－　１７１.１１２７　＝　

車庫床面積　＋　駐輪場床面積　＝　

1
5
,
0
0
0

１７１.１１２７　

２,６９３.４０９０　/　１１,６４３.００　＝　２３.１３％　＜　２００％

78.381－31.8675=46.5135

S2=15.00×4.249×1/2=31.8675

S=S1－S2X=60.47°

2X=120.94°

sinX=7,500/8,620

sinX=0.870069605

S1=8.62×8.62×3.14×120.94/360=78.381

Ｒ
＝8,620

2X

1
5
,
0
0
0

S1 S

4,249

S2

図面番号令和３年度　磯部地域福祉センター空調機器改修工事
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図面名称

図面訂正年月日 特記事項 工事名称作図年月日

縮尺
〒517-0603 三重県志摩市大王町波切3290-5

林 州 啓 建 築 設 計 事 務 所
ハヤシ　  クニ　　 ヒロ

FAX(0599)72-2733
TEL(0599)72-0039

林　　州　啓一級建築士　大臣登録第211001号

図面番号

１／２００

Ａ

１ ２ ３ ４ ９８７６５

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

０ １ ２ ３ ４ ９８７６５

104101

ZD

ZA

102 103

多機能室

10,50085,000

67,00014,400

5,0705,4505,4505,4502,4404,9554,9557,9003,1003,90012,500

3,600
4
9
,
7
0
0

3
4
,
9
0
0

9
,
6
0
0

5
,
2
0
0

7
,
1
0
0

7
,
1
0
0

9
,
6
4
5

4
,
5
5
5

6
,
5
0
0

4
9
,
7
0
0

7
,
1
0
0

7
,
1
0
0

7
,
1
0
0

7
,
1
0
0

7
,
1
0
0

7
,
1
0
0

7
,
1
0
0

10,50085,000

7,9007,9007,9007,9007,9007,9005,20010,60021,800

１ 階 平 面 図 Ｓ＝1/200

2,8303,000

浴室（女） 浴室（男）

脱衣 脱衣

機械室 作業室 福祉団体室 ボランティア室

更衣室（男）

更衣室（女）

湯沸室

事務室

（福祉センター）

車寄せ

風除室エントランス

ホールホール

介護相談室展示室

（1）

事務室

（保健センター）

資料室

印刷室スペース

相談室

相談室

研修室

便所（男）

便所（女）

待合ホール

検査室健康相談室検診室Ａ検診室Ｂ

廊下

廊下

乳児相談室プレイルーム

機械室

（2）

倉庫

休憩室

入

入倉庫

廊下

倉庫

日常動作

訓練室

機能回復

訓練室

栄養指導室

ホール

（2）

便所（男）

便所（女）

倉庫

踏込

入

入

入
厨房

食堂 休憩室
特別浴槽

浴室（女）

浴室（男）

脱衣室

脱衣室
機械室

前室

廊下

中庭

Ｎ

１階平面図（改 修後）

空調室外機を示す 空調室外機を示す

※　空調室外機基礎施工部分のみ、花壇の樹木撤去処分

花壇
花壇

花壇

花壇花壇花壇

花壇

花壇

花壇

廊下

トイレ

※　空調工事範囲を示す。

多目的ホール

令和３年度　磯部地域福祉センター空調機器改修工事

Ｒ０３.０４
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図面名称

図面訂正年月日 特記事項 工事名称作図年月日

縮尺
〒517-0603 三重県志摩市大王町波切3290-5

林 州 啓 建 築 設 計 事 務 所
ハヤシ　  クニ　　 ヒロ

FAX(0599)72-2733
TEL(0599)72-0039

林　　州　啓一級建築士　大臣登録第211001号

図面番号

１／２００

Ａ

１ ２ ３ ４ ９８７６５

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

Ｇ

Ｈ

０ １ ２ ３ ４ ９８７６５

104101

ZD

ZA

102 103

10,50085,000

67,00014,400

5,0702,9302,9005,4505,4505,4502,4404,9554,9557,9003,1003,90012,500

3,600
4
9
,
7
0
0

3
4
,
9
0
0

9
,
6
0
0

5
,
2
0
0

7
,
1
0
0

7
,
1
0
0

9
,
6
4
5

4
,
5
5
5

6
,
5
0
0

4
9
,
7
0
0

7
,
1
0
0

7
,
1
0
0

7
,
1
0
0

7
,
1
0
0

7
,
1
0
0

7
,
1
0
0

7
,
1
0
0

10,50085,000

7,9007,9007,9007,9007,9007,9005,20010,60021,800

Ｓ＝1/200屋 根 伏 図

Ｎ

装飾塔 外階段

屋根伏図（改修 後）

令和３年度　磯部地域福祉センター空調機器改修工事
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多機能室

天井空調機を示す

10,50085,000

67,00014,400

5,0705,4505,4505,4502,4404,9554,9557,9003,1003,90012,500

3,600
4
9
,
7
0
0

3
4
,
9
0
0

9
,
6
0
0

5
,
2
0
0

7
,
1
0
0

7
,
1
0
0

9
,
6
4
5

4
,
5
5
5

6
,
5
0
0

4
9
,
7
0
0

7
,
1
0
0

7
,
1
0
0

7
,
1
0
0

7
,
1
0
0

7
,
1
0
0

7
,
1
0
0

7
,
1
0
0

10,50085,000

7,9007,9007,9007,9007,9007,9005,20010,60021,800

2,8303,000

栄養指導室

浴室（女） 浴室（男）

脱衣 脱衣

機械室 作業室 福祉団体室 ボランティア室

更衣室（男）

更衣室（女）

湯沸室

事務室

（福祉センター）

車寄せ

風除室エントランス

ホールホール

介護相談室

（1）

事務室

（保健センター）

資料室

印刷室スペース

研修室
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配 置 図 Ｓ＝1/300
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凡例

外部足場を示す くさび緊結足場　巾600

手摺先行型

仮囲：バリケード工事区画を示す

工事運搬経路を示す

Ａ型バリケードを設置すること。

資材搬入、搬出時の道路進入口及び仮置き場所には随時

外部足場

※資材搬出入の際、人の通行には十分注意すること。
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